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（2）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

Ⅰ

解体建物概要（棟毎に記載）

構　造 階　数 備　考建築面積 延面積
（㎡） （㎡）

Ⅱ 解体工事仕様

1 共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事

標準仕様書（建築工事編）

2 特記仕様

（1）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

印と 印の付いた場合は、共に適用する。

（3）特記事項に記載の（　）内表示番号は、改修標仕の該当項目、該当図、該当表を示す。

章 項　目 特　記　事　項

1 1

2

3

4

5

工事実績情報の

登録（工事カルテ）

条件明示項目

施工中の安全確保

及び環境保全

工事写真

※

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

1

2

3

5

4

工事場所

敷地面積

主要用途

※

※

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　建築編

適用する 　適用しない

改修標仕1．3．5（a）～（c）以外の施工条件

※

※

「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（建設省告示第1536号）に基づき、

指定された建設機械を使用する。

「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機械を使用する。

（対象機種：ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ（車輪式）、空気圧縮機（可搬式）、油圧ﾕ

ﾆｯﾄ（油圧ﾊﾝﾏ・ｱｰｽｵｰｶﾞ油圧式鋼管圧入引抜機・油圧式杭圧入引抜機・ｱｰｽｵｰｶﾞ・ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ

掘削機・ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾘﾙ・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ・地下連続壁施工機・全回転型ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機

の基礎工事用機械のうち、ﾍﾞｰｽﾏｼﾝとは別に独立したﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動の油圧ﾕﾆｯﾄを搭載

しているもの）、ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ。

但し、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ

※ 工事着手前に近隣住民等へ周知すると共に、必要に応じて近隣建物及び付帯施設の状況を

写真撮影するなど事前調査を行うこと。また、工事の施工により近隣建物及び付帯施設に

損傷を与えた時は、現状に復旧すること。

※ 下記のものを監督職員に提出する。但し、ネガフィルム等は除く。

（改1．1．4）

（改1．3．5）

（改1．3．7）

（改1．2．4）

撮影箇所及び方法については、「工事写真の撮り方（改訂第2版）建築編」及び監督職員の

指示による。なお、写真提出はカメラ（フィルム）又はデジタルカメラとする。

区分 分類・規格 提出部数 備　考

着工前

工事中

完成時

※ カラー

※ サービスサイズ （　　　）

※ カラー

※ サービスサイズ （　　　）

※ カラー

サービスサイズ （　　　）

（※　サービスサイズ）

※ 1部

※ 1部

※ 1部

6 完成図等 作成する （改1．8．1～改1．8．3）（改表1．8．1）

（※ 原図訂正の上、陽画複写図2ｯ折り製本 ※ 1部 （　　　部））

（ ※ （　　　部））修正ＣＡＤデータ 2部

建設副産物実体調査に関する計画書

※ 電子データにより、監督職員に提出する 紙面により、監督職員に提出する

2

3

4

仮
設
工
事

発
生
材
処
理
等

解
体
方
法
等

1 仮囲い

2

3

4

防音、防塵対策

監督員事務所

工事用水、電力、

設ける（高さ、材質、ゲート位置、延長等は図示）

設けない

防音シート（位置、材質、高さ、延長等は図示）

※

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設ける

規模 （　　　　　　　）㎡程度

仕上げ　　監督職員の指示による。

備品 ※ 机 ※ イス 長靴 かっぱ 保安帽 懐中電灯

（　　　　　） （　　　　　）

設けない（但し、請負者事務所に打合せスペースを確保すること）

本工事に必要な工事用水、工事電力（基本料金を含む）及び官公署等への諸手続、その他

建築物引き渡しまでに要する使用料金等は、全て請負者の負担とする。

構内既存の施設

工事用水

工事電力

利用できる （　※　有償　　　　無償　） ※　利用できない

利用できる （　※　有償　　　　無償　） ※　利用できない

1 建設リサイクル法

その他

（　　　部）

（　　　部）

（　　　部）

対象建設工事

対象建設工事を受注予定の業者は、特定建設資材に係る分別解体等に関する省令で定める様式

者等に提出、説明するものとする。

第1号及び別表1～3のうち当該工事に該当する別表、工程表を作成し、契約締結前に契約担当

対象

建設

工事

対象建設工事の種類 規模の基準

建築物の解体

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様替（リフォーム等）

建築物以外のものの解体・新築等（土木工事等）

80㎡以上

500㎡以上

1億円以上

500万円以上

床面積の合計

床面積の合計

請負代金の額

請負代金の額

対象外建設工事

再資源化等報告書の提出

提出する

2 発生材の処理等

特定建設資材廃棄物の再資源化が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、報告

書を提出すること。

提出しない

引渡しを要するもの

現場で再利用を図るもの

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ 再資源化を図るもの

コンクリート

コンクリート及び鉄から成る建設資材

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アスファルト・コンクリート 木材

特別管理産業廃棄物（ 廃石綿等 （　　　　　　　）　）

受入れ施設名（　　　　　　　　　　　　　　）　　　距離　（　　　　　　　　　Km）

ＰＣＢ含有製品の処理

電気照明等ＰＣＢを含有する機器は、当該部分を取り外して鉄箱に納め、所定の表示を行い、

監督職員の指示に基づき監督職員に引き渡すこと。（鉄箱は受注者負担）

1

2

3

4

解体方法

施工計画書等

整地等

吹付けアスベストの

除去工事

※ 解体工法は、低振動、低騒音型の機械器具等を選定し、防音シートや散水等により騒音、振動の

減少、粉塵の防止に努めた工法とする。

解体方法及び手順は、「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法規則第2条）」

による。

（改1．3．8）

（改2．4．1）

（改2．2．1）

整地

※　現場発生土 搬入土（種別等は図示）

大気汚染防止法第18条の15による届出（特定粉じん排出等作業の届出） （改9．1．2）

要 不要

※ 施工調査を行う （改9．1．2）

濃度測定を行う （改9．1．2）（改表9．1．1）（改表9．1．2）

改修標仕表9．1．1及び表9．1．2による他、関係法令等に定める方法により測定する。

※　石綿障害予防規則第19条により石綿作業主任者の資格を有する作業管理者を選任し、除去

を有する者とし、資格証明書の写しに工事履歴書を添付して監督職員に提出すること。

作業を管理させる。なお、作業管理者は、吹付けアスベスト除去工事又は封じ込め工事の実績

除去を行う吹付けアスベストの仕様等

種類 室名 除去を行う範囲 備考

5 アスベスト成形板

の処理工事

※ 施工調査を行う

アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

（改9．1．3）

調査結果は、図面により登録し、監督職員に提出する。

（1）アスベスト成形板使用部位の確認

（2）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

（3）アスベスト成形板使用量の確認

（4）施工範囲と工事管理区分の確認

（5）廃棄物等の搬出方法について

作業管理者の選任、管理

※　石綿障害予防規則第19条により石綿作業主任者の資格を有する作業管理者を選任し、

　　処理作業を管理させる。なお、作業管理者は、資格証明書の写しに工事履歴書を添付

して監督職員に提出すること。

種類 除去を行う範囲 備考

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

厚さ（mm）

　現場説明書による図示

解　体　工　事　特　記　仕　様　書

工事概要

適用基準棟

一
般
共
通
事
項

工事写真の撮り方（改訂第2版）

工事名称

建物名称

・

作業管理者の選任、管理※

（平成31年度版）」（以下「改修標仕」という。）による。

（ 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ ）

工事完了後の安全対策等（立ち入り禁止等の処置）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

行わない

・　行う（方法等　※　図示

※　基礎・杭等のｺﾝｸﾘｰﾄ撤去部への敷均し・転圧とする。

図面名称 縮　尺
MI Y A Z A K I  C I T Y

課　長 補　佐 係　長 製　図 図 面 番 号
工事名称

宮崎市高岡町内山2887番地

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

旧保健指導室(現況倉庫)

旧保健指導室(現況倉庫) 軽量鉄骨造 平屋建 323.56 323.56 4㎜ ホール2 内壁石綿板(ﾚﾍﾞﾙ3)

A－02

工事契約後速やかに、工程表、施工計画書、仮設計画書等（周辺対策を含む）を作成し、監督職員の

承諾を得ること。 （改1．2．1）（改1．2．2）

防塵シート（位置、材質、高さ、延長等は図示）足場の高さ

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

解体工事特記仕様書



化粧石膏ボード張 t=9

基礎
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課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号

防火地域

用途地域

延床面積

建築面積

敷地面積

主要用途

工事場所

工事名称

指定なし

建物概要

巾木

外壁

外部仕上表

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

宮崎市高岡町

保健指導室

CB基礎表し/合板型枠コンクリート打ち放し

鉄筋コンクリート布基礎21-18-20/土間コンクリート t=50

合板パネル t=4+4㎜下地 カラー鉄板張 t=0.4

屋根 カラー鋼鈑瓦棒葺き＠455 t=0.4,アスファルトルーフィング 22kg/巻 t=1.3

軒裏

樋 軒樋：塩ビ製カラー W=120　竪樋：塩ビ製カラーφ60(床置き)

備考

室　名

内部仕上表

床 巾　木 腰　壁 壁 天　井 CH 備　考

ホール1

ホール2

通路

物品保管庫

構造概要 軽量鉄骨造平屋建て

診察室

男子WC

女子WC

準備室

作業場

倉庫1

倉庫2

休憩室

コンパネ t=12 下地

コンパネ t=12 下地

コンパネ t=12 下地

ニードルパンチカーペット張 t=3.8 一部 t=5.5 ラワン合板上張り

ニードルパンチカーペット張 t=3.8 一部ビニル床シート上張り t=2.0

コンパネ t=12 張

コンパネ t=12 下地

ニードルパンチカーペット張 t=3.8

ニードルパンチカーペット張 t=3.8

コンパネ t=12 下地

ニードルパンチカーペット張 t=3.8

コンパネ t=12 下地

コンクリート下地

コンクリート下地

コンパネ t=12 張

コンパネ t=12 下地

ビニル床シート張 t=2.0

コンパネ t=12 下地

ビニル床シート張 t=2.0

コンパネ t=12 下地
ビニル床シート張 t=2.0

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

モルタル塗金コテ押え

モルタル塗金コテ押え

モルタル金コテ磨

モルタル金コテ磨

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,400

2,630

2,630

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5

H=80,205

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP
内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=9

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜+9mm

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP

内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 EP
内部間仕切面：ラワン合板 t=5.5 EP
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化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

化粧石膏ボード張 t=9

ラワン合板張 t=5.5

踏込：床/モルタル金コテ押え 巾木/モルタル金コテ磨

踏込：床/モルタル金コテ押え コンクリート製流し撤去

便槽：セキスイN-1200(φ1,220 H1,450)/城東BT-600R(φ870 H1,250)/(塩ビ製/ポリ類)

ビニル床シート上張り t=2.0

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

木製巾木 H=60

H=80,205

2022.9

A2:1/200 1/20
A3:1/285.31 28.17(71%)

内部間仕切面：石綿板 t=5 EP

外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 石綿板 t=5 EP 外壁側：ラワン合板パネル t=4+4㎜下地 石綿板 t=5 EP
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宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事
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１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号

2022.8

西立面図　　　　　　　　　　　　　　　1:100

南立面図　　　　　　　　　　　　　　　1:100北立面図　　　　　　　　　　　　　　　1:100
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立面図
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A3:1/140.85(71%)
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ラワン合板 t=5.5

１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号
断面図

A2:1/30
A3:1/42.25(71%)

2022.8
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１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号

2022.8
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A2:1/50
A3:1/71.33(71%)
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課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号

2022.8

A2:1/50
A3:1/71.33(71%)
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課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号
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A2:1/50
A3:1/71.33(71%)
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木製片引き戸

2ヶ所

１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号
建具表

A2:1/100 1/50
A3:1/140.85 1/71.33(71%)
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(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号A2:1/100
A3:1/140.85(71%)
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１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号A2:1/100
A3:1/140.85(71%)
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縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺縮　尺

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

課　長課　長課　長課　長課　長課　長課　長 補　佐補　佐補　佐補　佐補　佐補　佐補　佐 係　長係　長係　長係　長係　長係　長係　長 製　図製　図製　図製　図製　図製　図製　図 図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号図 面 番 号

M I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T YM I Y A Z A K I  C I T Y

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

天井裏残存物概要天井裏残存物概要天井裏残存物概要天井裏残存物概要天井裏残存物概要天井裏残存物概要天井裏残存物概要 ＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳＮＳ

ホール1ホール1ホール1ホール1ホール1ホール1ホール1

踏込1踏込1踏込1踏込1踏込1踏込1踏込1
物品保管庫物品保管庫物品保管庫物品保管庫物品保管庫物品保管庫物品保管庫

通路通路通路通路通路通路通路

男子WC男子WC男子WC男子WC男子WC男子WC男子WC女子WC女子WC女子WC女子WC女子WC女子WC女子WC

ホール2ホール2ホール2ホール2ホール2ホール2ホール2
乳幼児指導室乳幼児指導室乳幼児指導室乳幼児指導室乳幼児指導室乳幼児指導室乳幼児指導室 診察室診察室診察室診察室診察室診察室診察室 準備室準備室準備室準備室準備室準備室準備室

作業場作業場作業場作業場作業場作業場作業場

踏込2踏込2踏込2踏込2踏込2踏込2踏込2

倉庫2倉庫2倉庫2倉庫2倉庫2倉庫2倉庫2

休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室休憩室天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図天井裏残存物位置図

倉庫1倉庫1倉庫1倉庫1倉庫1倉庫1倉庫1

ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度ブラインド　15基程度

水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度水銀灯　7基程度

立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)立て看板　10枚程度(最大4ｍ程度)

蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)蛍光灯　2基(東芝FT-4135N-100H)

A-13A-13A-13A-13A-13A-13A-13

ボート　3艘ボート　3艘ボート　3艘ボート　3艘ボート　3艘ボート　3艘ボート　3艘



・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（最新版）・同解説／６．工事写真

　工事写真の撮り方（建築設備編）」及び宮崎市建築住宅課「工事写真撮影心得」によ

　できるよう一切の手続きを代行する。その費用は全て受注者の負担とする。

宮崎市建設部建築住宅課
MIYAZ A K I  C I T Y

・ ・

・ ・

・ ・

記

事

課　長 補　佐 係　長

縮　尺

工事名称

図面名称

図 面 番  号

設計年月日

電気工事仕様書

Ⅰ　　工　事　概　要

　１．工事名称

　２．工事場所

　３．工事期間

　４．建物概要

　５．工事種目　（○印のついたものを適用する）

構　造 階　数
建築面積

（㎡） （㎡）

延面積 消防法

区分
備　考建物名称

工　事　種　目

建物別及び屋外

Ⅲ　　他工事との取り合い

年  月　日

　但し、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受けること。

・本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は同等のものとする。

・ＪＩＳマーク表示のない機材及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満た

　すものとする。

　　（１）機材等が所要の品質・性能を確保し、試験データが整備されていること。

　　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　（３）安定的な供給が可能であること。

　　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　（４）法令等で定める許可、認可、認定及び免許等を取得していること。

　　その他

工　事　内　容
本工事

(電気工事)
建築工事

屋内

屋外

屋上

自家用発電機基礎
機器の基礎

架台、アンカーボルト

避雷針基礎

テレビアンテナ基礎

防油提・タンク基礎

受変電・分電盤基礎

電気関係

機械工事 その他工事

電灯・コンセント設備

幹線設備

動力設備

照明器具及び取付

自動火災報知設備

電話設備

情報通信設備

テレビ共聴設備

時計設備

インターホン設備

中央監視制御設備

防犯設備

撤去工事

受変電設備

　１．共通仕様

　　（１）本工事は、電気事業法・電気設備技術基準・内線規程及び建築基準法・消防法・関係法に基づく。

Ⅱ　　工　事　仕　様

　　　　　工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）、公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

　　　　　（最新版）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）並びに電気設備工事管理指針

　　　　　（最新版）による。

　　（３）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事仕様書、特記事項を適用する。

　２．特記仕様

　　（１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

項　目 特　記　事　項

１．工事実績情報の登録 ・適用する　　　　・適用しない

　　（工事カルテ）

２．施工調査 ・本工事施工にあたっては、事前に現場を十分に調査し着工のこと。また、電気、給水

・実施工程表及び施工計画書作成のための施工計画調査及び施工に先立った事前調査を

　監督員に報告する。なお、調査項目、調査範囲及び調査方法は、監督員と協議する。

・対象工事　　　　・対象外工事　　　・請負代金の額による

対象建設工事の種類 規模の基準

建築

対象

工事

建築物の解体

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様替

建築物以外のものの解体・新築等

床面積の合計　　８０㎡以上

床面積の合計　５００㎡以上

請負代金の額　　　１億円以上

請負代金の額　５００万円以上

　　（２）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築

平成３０年度改訂版

３．建設リサイクル法

４．機材等

５．工事用電力、水、 ・本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続き等の費用は、全て受注者の負担とする。

・本工事の受注者は、官公署その他への手続きは速やかに行い、工事竣工と同時に使用

・建設副産物実態調査の提出は、現場説明書による。

・施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。９．施工図の取扱い

・構内指示の場所に敷きならし

・構内指示の場所にたい積

・構外搬出、適切処理

・本工事の施工従事者は、関係法令で定める有資格者とし、資格証の写しを提出し承諾

　を受けること。

　うものとする。

・契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行

10．施工従事者

11．耐震施工

・原則として、ＥＭ電線、ＥＭケーブルを使用する。

・ＥＭケーブルの電線色別は、原則として標準仕様書による。

　但し、ケーブルの一芯を接地線として使用する場合は、緑色の芯線とする。

・外壁貫通の配管は、薄鋼又は厚鋼電線管とする。

・屋外で金属製可とう電線管を使用する場合は、ビニル被覆有りとする。

・ＣＤ管の使用は認めない。

・分電盤の予備配線用遮断器数に応じ、次のように予備配管を設ける。

　天井スラブの場合　　－　ジョイントボックス取付

　二重天井の場合　　　－　天井面まで仕上げ、ジョイントボックス取付

　　　　　　　　　　　　　但し、点検口がある場合は監督員の指示による。

　配管　　　　　　　　－　予備の配線用遮断器　４個以下　…（２５）×２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５個以上　…（２５）×３以上

・樹脂製（カラープレートを含む）

・ステンレス製、新金属製

・刻印の○印の直径は１０ｍｍ、刻印文字は黒色とし、下記による。

　電灯  　　－　灯　　　　動力　　    －　動　　　電話　　      －　Ｔ

　電気時計　－　時　　　　表示・電鈴　－　IS　　　インターホン　－　Ｉ

　ﾃﾚﾋﾞ共聴　－　TV　　　　防災　　　　－　災　　　防犯　　　　　－　犯

　拡声　　　－　放　　　　自火報　　　－　火　　　ＬＡＮ　　　　－　LAN

　　及びプルボックス

　　その他の盤 ・プルボックス及び盤の材質は、特に指示しない場合は、下記による。

　屋内　－　ボンデ鋼板製　、　屋外　－　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

・プルボックス、盤類、電線管その他の塗装色は、特に指示しない場合は、

　マンセル値２．５Ｙ９／１とする。

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に定める

　ところにより、環境負荷を低減できる材料を選択するよう努めること。

・屋内で使用する材料の選定にあたっては、揮発性有機化合物の放散による健康へ

　の影響に配慮する。

・当市の「公共工事における環境配慮指針」に協力し、工事に伴う環境負荷の軽減

　に努めるとともに、省資源・省エネルギーについて配慮した施工を行うこと。

17．残土処理

18．電線・ケーブル類

19．電線管類

20．予備配管

21．呼び線

22．プレート類

23．屋外の支持金物

24．塗色

28．環境への配慮

　及びガス等の供給停止、粉じん、ほこり、騒音、振動等が発生するおそれのある場合

　は、事前に監督員及び当該施設管理者と十分に打合せのうえ施工のこと。

25．その他表示

　こと。

・金属管を使用する場合は、必要に応じボンディングを行い、電気的に接続する

　とする。

・原則として、屋外露出配管は、厚鋼電線管、ＨＩＶＥ管、ＳＵＳ管のいずれか

・ビニル電線を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格に読替え、

　使用する。

　つけること。

・長さ１ｍ以上の空配管には、１．６ｍｍビニル被覆鉄線を入線し用途名称札を

・屋外の支持金物、ボルト・ナット等は、溶融亜鉛メッキ仕上げ又はステンレス

　製とする。

・盤内の外部配線、プルボックス内、その他の要所の電線には、合成樹脂製、

・スイッチ、コンセントで用途の判別がし難いもの及び３連以上のスイッチは、

　表示する。

・埋設管路の標識は、（　・埋設シート　　・標識杭　　・標識プレート　）

　とする。

・ハンドホール内では、ケーブル呼び線に用途名称札を付け、その名称札は刻印

　とする。

用途種別

市章マーク

ハンドホールふた概略姿図

　　※用途種別の記載については監督員の指示による。

・ハンドホール、マンホールのふたは、下図による。用途種別を刻印すること。

用途種別

電　気

弱　電

高　圧

・接地極材料は、特に指示しない場合は下表による。

　（接地極の上端をＧＬ－７５０以上の深さに埋設する）

接地種別 接　地　極

Ａ種

Ｂ種

Ｃ，Ｄ種

ＥＰ（アースプレート 900*900*1.5t鋼板）

ＥＰ（アースプレート 600*600*1.5t鋼板）

ＥＢ（アースブロック D=14,L=1,500,

　　　リード線22mm2*300mm 鋼製接地棒）

　※接地線太さ30mm2以上は、ＥＢ２本使用

・接地極埋設標は、刻印とする。

・設計図に特記のない、壁付、壁掛型の機器等の取付高は、施工図作成のうえ、

　監督員に承諾を受けること。

26．接地極

27．機器取付高

　ファイバ製等の表示札等を取付け、回路の種別、行先等を表示する。

　上記縮小版製本　－　２部　

　機器製作図、試験成績表、現地測定表、取扱説明書及び保守指導案内書　－　２部

　保証書、予備品等　－　１部

　その他監督員の指示するもの

　完成図及びＣＡＤデータ（内容については別途指示）

・完成図及び保全に関する説明書の提出は下記による。（部数については指示）８．完成図書

・工事着手前に提出する図書は下記による。

　（工事名称、工事期間、受注者名、電話番号を記入）

７．提出図書等

　その他監督員の指示するもの

・工事写真の小黒板情報電子化については、現場説明書による。

　る。

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部と操作スイッチ間の

配管配線及び操作スイッチ

防火戸レリーズ

電極棒

既製間仕切壁（パネル工法）の配管及び埋込ボックス

配線ピット及び蓋

機器などへの接続（一次側）

機器付属制御盤以降の配管配線（接地共）

機器付属制御盤への電源供給配管配線（接地共）

機器と付属操作スイッチ

機器と付属操作スイッチボックス

天吊型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の

天吊型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の

天吊型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の

天吊型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の

個別パッケージの室内機・室外機の渡り配線（接地共）

機器と付属操作スイッチとの渡り配管

機器と付属操作スイッチとの渡り配線（接地共）

煙感知器から連動操作盤を経て防煙ダンパに至る配線配管

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配線配管

電　気

配　管

配　線

電気錠及び通電金具

ＴＥＮキー及び制御盤
電　気　錠

12．あと施工アンカー

・建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討計算書を監督

　員に提出すること。なお、検討範囲にはそれぞれの取付部分を含めるものとする。

・別契約の関係受注者定着したものは、無償で使用できる。

・本工事で設置する

　（足場を設ける場合には、関係法令によるものとし十分に安全対策を行うこと）

13．風圧力に対する性能

　その費用は全て受注者負担とする。

・構内につくることが（　・できる　　・できない　　・施設管理者との協議による ）

　事に係る資材の再資源化等に関する法律」「資源の有効な利用の促進に関する法律」

・発生材等（建設副産物）の処理は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」「建設工

・元請業者が収集運搬及び処分を委託する場合は、元請業者と収集運搬業者との間の契

　「建設副産物適正処理推進要綱」その他関係法令を遵守して行うこと。

　約及び元請業者と処分業者との２者間契約を締結し、事前に許可証の写しを監督員に

　提出すること。

（１）引渡しを要するもの

　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）引渡しを要するもの以外

　　　・構外搬出とし、搬出及び処理費は（　・本工事　　・別途工事　）とする。

（３）特別管理産業廃棄物

　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）再利用又は再資源化を図るもの

　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・その他、特記なき事項は下記による。

15．仮設足場等

16．発生材の処理

14．工事用仮設物

　（現場事務所等）

・設備機器等の固定は、独立行政法人建築研究所監修の「建築設備耐震設計・施工指針

　（最新版）」により耐震強度計算書等を監督員に提出し、承諾を受けるものとする。

・施工後確認試験（特記なき場合、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改

　修工事標準仕様書（建築工事編）」による。）

・最終提出書類は、書類保管箱（プラスチックケース等）に納め提出すること。

　設計図　－　製本（　２　）部

課　員

電気工事仕様書

ガス漏れ検知器

屋内

Ｅ １N.S.

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

宮崎市高岡町内山２８８７番地

旧保健指導室

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

自　令和　　年　　月　　日　　至　令和　５年１１月２４日



１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号A2:1/100
A3:1/140.85(71%)
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課　員

電灯設備撤去図　　　　　　　　　　　　1:100

:逆富士 露出 40W×2 撤去



・ 処理対象人員 120 人　　・処理水量　　24.0　ｍ3/ｄ

特記以外ＪＩＳ ５Kgf/CM2とする。

・ 直結直圧(高置水槽)方式　・ 直結増圧(高置水槽)式　・ 直結直圧、直結増圧併用

保
　
温
　
・
　
塗
　
装

・ 衛  生  器  具  設  備

・　　　　一式

・ し 尿 浄 化 槽 設 備

・ 冷暖房　　　・ファンコイルユニット方式　　・パッケージ方式　　・ダクト方式

・ 都市ガスの場合はガス供給事業者のガス供給規定による。

・ 空　気　調　和　設　備

・　　　　一式

・ 汚 水 管（・排水用鋳鉄管　　・コーテイング鋼管　　・硬質塩化ビニール管（ＶＰ）

13

５
　
　
給
　
湯
　
設
　
備

イ）・銅管　　・ステンレス鋼管　　・被覆断熱銅管　　・保温付被覆銅管

・ 水道事業者指定品（・貸与 　　・買取り）

 4. 弁　　　　　　　　　類

 1. 保　　　　　　　　温

 2. 管　　　　　　　　　類
７

イ）アネモ形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

 1. 冷   暖   房   方   式
10

 2. 風　 道 　の 　種 　別

11

 1. 排　　煙　　設　　備12

排
煙
設
備

換
　
気
　
設
　
備

空
　
　
　
気
　
　
　
調
　
　
　
和
　
　
　
・
　
　
　
暖
　
　
　
房
　
　
　
・
　
　
　
冷
　
　
　
房
　
　
　
設
　
　
　
備

９
　
焼
却
炉
設
備

８
　
  
し
　
尿
　
浄
　
化
　
槽
　
設
　
備

ガ
　
ス
　
設
　
備

６
　
　
消
　
火
　
設
　
備

 2. 管　　　　　　　　　類

３．

 5. 管　　　　　　　　　類

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

イ）形状　　・スリット形　　・スイング形

・ 亜鉛鉄板製　　・普通鋼鈑製

機械排煙（・有　　・無）　　法規（・建基法　　・消防法）

・ 天吊（・つり金物は配管の防振図による。（・シングル　　・ダブル）

・ 床置（・標準基礎（Ａ形）　　・防振基礎（Ａ形）　　・防振基礎（Ｂ形）

ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質　　ニ）防煙ダンパー

下記のものは、空気調和、暖房設備の当該項目を適用する。

・ 厨房　　・浴室

ハ）フード囲い（・別途工事　　・本工事）

ロ）材質　　・ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

・ 低速風道　　・高速風道

機械換気（・有　　・無）

・ ファンコンベクタ ー用フィルタ ー　　台数の1/2以上

・ ユニット形空気ろ過器　　　個

・ 自動巻取形空気ろ過用フィルタ ー　　（各台１巻）

32. 温湿度調整目標値

・ 標準基礎（Ａ形）　　標準基礎（Ｂ形）　　・防振基礎

・ 標準基礎（Ｂ形）　　標準基礎（Ａ形）　　・防振基礎

・ 標準基礎

・ 標準基礎（Ａ形）　　防振基礎（Ａ形）　　・防振基礎（Ｂ形）

・ 標準基礎（Ａ形）　　防振基礎（Ａ形）　　・防振基礎（Ｂ形）

・ 流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

プレッシャーコトロール（・取付ける　　・取付けない）

 3. 排　気　フ　ー　ド

 4. 多 湿 個 所 の 範 囲

33. 予　　　　備　　　　品

　　の基礎

30. パッケージ型空気調和機

　　の基礎

29. ユニット型空気調和機

28. チラーユニットの基礎

27. 遠心冷凍機の基礎

ト）隠蔽風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

ヘ）屋内露出風道（送気用）の保温はＸ2(イ)８

25. 多翼形送風機の基礎

23. 温　水　ボ　イ　ラ

22. 煙　　　　　　　　　道

ハ）温度ヒューズ（・取付ける　　・取付けない）

ロ）復帰方式　　・遠隔式（・電気式　　・空気式）　　・手動式

下記のものは本仕様による。

イ）吸込口　　　　　　　　　・鋼鈑製　　・アルミ製　　・樹脂製

ロ）アネモ形吹出口　　　　　・鋼鈑製　　・アルミ製　　・樹脂製

イ）ユニバーサル形吹出口　　・鋼鈑製　　・アルミ製　　・樹脂製

10. 管　　　　　　　　　類

（シャッター共）

・ 

・ 

 8. 吹出口、吸込口の材質

ハ）外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　ｂ）ダブル形　　２５０ｘ（Ｌ＋１００）ｘ３００Ｈ

　ａ）シングル形　２００ｘ（Ｌ＋１００）ｘ３００Ｈ

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　ｂ）ネック径が２００ｄをこえるもの　５００ｘ５００ｘ３００Ｈ

取付を図示されたダンパー近接部分に取付ける。

・ 低速風道　　・高速風道

・ 設けない　　・設ける（煙道の直線部に直径８０ｄ以上のフランジ付とする。）

・ 設けない　　・設ける

　ａ）ネック径が２００ｄ以下　４００ｘ４００ｘ２５０Ｈ

・ 空気熱源ヒートポンプチリングユニット

・ 鋳鉄製ボイラ　　・鋼製ボイラ　　（・たてボイラ　　・炉筒煙管式ボイラ）　　・温風暖房機

・ 往復動冷凍機　　・遠心冷凍機　　・吸収冷凍機　　・直だき吸収冷凍機

・ 温水　　・蒸気　　・冷温水

　　　　　     ・パッケージ方式　　・中央式　　・各階式　　・個別式

・ 空気調和　　・ダクト方式　　・ファンコイルユニット　ダクト併用方式

 2. 主  要  熱  源  機  器

ロ）煙道の断熱　　・要　　・不要

イ）鉄板　厚　　　ｍｍ 3. 煙　　　　　　　　　道

 2. 煙　　　　　　　　　突

 1. 燃　　焼　　方　　法

連動スイッチ（・要　　・不要）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（・別途工事　　・本工事）

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　・本工事）

ロ）ガスメーター（・買取り　　・借用）

イ）ガスボンベ　（・買取り　　・借用）

 5. ガス湯沸器の付属品

ロ）引込負担金等（・要　　・不要）

　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

イ）ガスメーター

・ 都市ガス　（発熱量          Kcal/M3）　　・液化石油ガス 1. 種　　　　　　　　　類

 1. 消 火 設 備 の 種 別

・ ステンレスクラッド鋼鈑製　　・ステンレス鋼鈑製　　・鋼鈑製

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

プレッシャコントロール（・取付ける　　・取付けない）

オーバーフローはビニ－ルホースにて最寄りの流しに間接排水する。

ロ）銅管使用の場合は、電蝕防止継手を取付ける。

 8. 貯　　　　湯　　　　槽

 5. 給  湯  ボ  イ  ラ  ー

 4.貯 湯 式 ガ ス 湯 沸 器

 7. 保　　　　　　　　　温

 6. 煙　　　　　　　　　道

 3. 弁　　　　　　　　　類

 2. 管　　　　　　　　　類

・ 局所式　  ・ 中央式 1. 給　　 湯　　設　 　備

・ 要　  ・ 不要

図示個所に取付る。

・ ＫＪ形（トラップ共）　　・一般形（トラップ共）　　・特殊形（トラップ共）

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付る管（９０ﾟ曲管）とする。

 9. 満  水  試  験  継  手

 8. ス テ ン レ ス 流 し

10. 煙　　　　試　　　　験

 6. 床上掃除口直下の曲管

 5.洗 面 器 等 の 排 水 管

・ ヒューム管　　　　　　（・ソケット接合　　・カラー接合）

・ 鋳鉄管　　　　　　　　（・ゴム接合　　・コーキング接合）

・ 鋼管、コーテイング鋼管（・ねじ込み式　　・可とう継手）

・ 通気管（・配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ）　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

 4. 弁　　　　　　　　　類

 3. 管　　　　接　　　　合

　　　　　　 ・ 硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－　　）

・ 建物外放流先　　・生活排水と雨水　（・合流　　・分流）　　・非直流放流

・ 自然流下式　　・ホップアップ式（有）

・ 建物内汚水と雑排水（・分流　　・合流）

イ）防振継手　　ロ）可とう継手　　ハ）防振吊り金物及び支持金物（但し揚水管のみ）

下記のものは、空気調和・暖房設備の当該項目を適用する。

・ 標準基礎Ａ型 　　・ 標準基礎Ｂ型　　・ 防振基礎

・ ＦＲＰ製（・一体形　　・パネル形）（・サンドイッチ構造　・単板構造）

・ 鋼鈑製（内面の防錆処理　　・エポキシ樹脂　　・亜鉛熔射）

・ ＦＲＰ製（・一体形　　・パネル形）

・ 防食用ビニールテープ巻き（1/2重ね２回巻き）　　・コールタール塗（２回塗）

　　　　　　・水道用硬質塩化ビニ－ル管（ＶＰ）

　　　　　　・水道用硬質塩化ビニ－ル管（ＶＰ）

・ 水道直結部分　ＪＩＳ（・１０Kgf/CM2　　・５Kgf/CM2）

この工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力を含む）

(2).特記事項のうち選択する事項は、　印のついたものを適用する。

(1).章および項目は番号に　　印のついたものを適用する。

2.  特　記  仕  様

 3. 都　　市　 　ガ　　 ス

 1. 排  　水   　方   　法

13. 水槽の設計用水平震度

11. 保　　　　　　　　　温

10. 揚   水   ポ   ン   プ

 9. 高　 　置　　水　 　槽

 8. 受　　　　水　　　　槽

 6. 引　込　納　付　金　等

 3. 量 　　水　 　器　　桝

 2. 量　　　　水　　　　器

 1. 給 　 水   　方　 　法

16. 地　　　　震　　　　力

・要　（・共通仕様書による　・図示による）　・不要15. 地   中   埋   設   標

 4. 工　 　事　 　写　　真

 3. 諸　　　　手　　　　続

 2. 工事用電力・水・その他

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項          目

冬季

夏季

温  度 湿　度

ﾟC

ﾟC

%

%

(R H)(D B)
温  度 湿　度

ﾟC

ﾟC

%

%

(R H)(D B)
温  度 湿　度

ﾟC

ﾟC

%

%

(R H)

%

%

ﾟC

ﾟC

湿　度温  度
(D B)(R H)(D B)

室　　　　内

一 般 系 統
外　　気

・ その他の部分　ＪＩＳ（・５Kgf/CM2　　・１０Kgf/CM2）

給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

1  工　事　場　所

2  建  物  概  要

１　工　事　概　要

 5. 完   成   図   書   等

工事写真(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真)の提出に当っては、監督員に無断で写真修正を行わないこと。

・ 屋外排水管（・ヒューム管　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

,（ＳＰＧ－ＶＤ）

・ コンクリート（既設利用）　　　　　・木台

・ ガ　　ス　　設　　備

２　工  事  仕  様

・ 換　　気　　設　　備

・ 冷　　房　　設　　備

・ 暖　　房　　設　　備

・ 焼　 却　 炉　 設　 備

・ 消　　火　　設　　備

・ 給　　水　　設　　備

・ 排　　水　　設　　備

・ 給　　湯　  設　  備

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

工　　　　　　　 　事　 　　　　　　　種　 　　　　　　　別

工事種目

3  工事種目（　　印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外

・　　　　一式・　　　　一式・　　　　一式・　　　　一式

1.  共  通  仕  様

・ 雑排水管（・配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ）　　・硬質塩化ビニール管（ＶＰ）　　・耐火二層管

　　　　     ・ 硬質塩化ビニールライニング管（ＶＬＰ－　　）　　・耐火二層管

・　　　　一式・　　　　一式・　　　　一式・　　　　一式

・ 国土交通省形　  ・ その他

・ 不要　  ・ 要　（・別途納付　　・本工事）

 7. 埋  設  部  の  防  食

10. 土　　留　　工　　事

 8. 電　　　　　　　　　源

ロ）消毒剤３ケ月相当分を納入する。

矢板打（・有　　・無）

イ）キャプタイヤケーブル約　　　ｍとする。

 7. 格　　　　子　　　　蓋

 6. マ ン ホ ー ル ふ た

 5. 放　 流　 水　 水 　質

 4. 主 　要 　部　 構 　造

 3. 形　　　　　　　　　式

 1. 処　　理  　種　  別

 2. 処　　理　　能　　力

・ 単独処理（・分離接触バッキ式　・分離バッキ方式）

ＢＯＤ　 ５　PPM以下　　ＳＳ　　　PPM以下

11. 水   質　 の　 検　 査

一切の手続きを代行する。但し、その費用は全て受注者の負担とする。

・ 鋼鈑製（内面の防錆処理　　・エポキシ樹脂　　・亜鉛熔射）　・ステンレス鋼板製

鋼鈑製水槽の保温　　・要（ただし、機械室と隣接する部分のみ。）

14

そ
の
他

水及び諸手続などの費用は、すべて受注者の負担とする。

この工事の受注者は、官公署、その他へのて手続きは速やかに行い、工事竣工と同時に使える様に

・　　　　一式 ・　　　　一式 ・　　　　一式 ・　　　　一式

　図面および特記仕様書に記載されていない事項はすべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修・公共建築工事標準仕様書

　（機械設備工事編）（最新版）、公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)（最新版）、公共建築改修工事標準仕様書（最新版）、

　　建築工事標準詳細図（最新版）、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）による。

この工事に使用する機材は国土交通省営繕部設備機材等指定表によるほか同等品以上とする。

資材の発注はメーカーリストを作成し、監督員の承諾後発注する。

完成図及び保守指導案内書の提出は下記による。

　　配管、吹出口、吸込口、換気扇、大便器等）の箱入れ及び貫通スリーブは次による。

14. 残    土     処     分

・有　（　・配管施工　・熱絶縁施工　・冷凍空気調和機器施工）　・無

・構内敷ならし　　・構内指示の場所にたい積　　・構外搬出適切処分

イ）無筋コンクリートの配合（・１：２：４　・建築仕様書６、９、１表（・Ａ表・Ｂ表））

・要　　・不要

　　　・別途工事　　・本工事

　ｃ）屋外設置のもの　　・別途工事　　・本工事

　ｂ）屋内設置のもの　　・別途工事　　・本工事

　ａ）屋上設置のもの　　・別途工事　　・本工事

ヘ）機器のコンクリート基礎は次による。

　　　・別途工事　　・本工事

ホ）天井改め口は次による。

　　　・別途工事　　・本工事

ハ）外壁に取付けるガラリは次による。

　　　・別途工事　　・本工事

ロ）補強を必要とするコンクリート壁、床及び梁等における設備機器（盤類、風道、消火栓箱、

　　　・別途工事　　・本工事

イ）機器付属の制御盤及び操作盤以降の配線は次による。11.他 工 事 と の 取 合 い

10.機 器 付 属 の 制 御 盤

特記なき電線は、600 Vビニル絶縁電線とする。

ロ）電動機出力は、原則として表示された出力以下の容量とする。

ロ）可とう電線管は、２種金属可とう電線管とする。

イ）屋内電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。 8. 電        線        管

 7. 技　能　士　の　適　用

 6. 容  量  等  の  表  示 イ）機器類の能力：容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上とする。

保守指導案内書の添付　　・ 要　　　・ 不要

施工計画書及び施工図　　・ 要　　　・ 不要

・ 排　　煙　　設　　備

・ 撤　去　工　事

・ 自　動　制　御　設　備

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

・　　　　一式

国土交通省大臣官房官長営繕部監修「工事写真の撮り方（改定第３版）・建築設備編」による。

 完成図製本２冊(サイズは監督員指示)、完成図書(製作図,試験成績表,及び測定表各２部)を提出する。

 完成図ＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及び工事写真をＣＤ－Ｒに入れて１部提出する。

工事着手前に設計図製本Ａ３サイズ２部の提出(工事名称･工事期間･受注者名･電話番号を記入)をする。

ニ）天井及び壁面に取付ける吹出口、吸込口及び消火栓箱の下地組み並びにボード類の切込みは、

　　次による。

　監督員と打合せる。

ト）上記イ）～ヘ）に必要な位置及び大きさ等は、他工事の施工に支障をきたさい時期までに明示し、

 9. 電　　　　　　　　　線

 1. 機　　　　　　　　　材

13. コ ン ク リ ー ト 強 度

12. 電 気 主 任 技 術 者

４

排
　
　
水
　
　
設
　
　
備

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

１

・ 受水槽方式（・ 高置水槽　・ 圧力水槽　・ ポンプ直送　・ 直結、受水槽併用）

・ 水源　（・市水　　・井水）

・ 親メ－タ ー（・貸与品　　・買取り）

・ 子メ－タ ー（・貸与品　　・買取り）

・屋内　　  ・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

・ 屋外　   ・水道用硬質塩化ビニールライニッグ鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　　　　・一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管（ＳＵＳ）

　　　　　　・一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管（ＳＵＳ）　　・地中配管用（ＳＧＰ－ＶＤ）

　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質、塩化ビニ－ル管（ＨＩＶＰ・ＨＩＲＶＰ）

　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質、塩化ビニ－ル管（ＨＩＶＰ・ＨＩＲＶＰ）

12. 他の設備項目の適用

 7. インバート桝ふた ・ ＭＨＡ形　・ＭＨＢ形　・コンクリート製　・ＦＲＰ製　・小口径塩ビ桝形　・鋳鉄テーパ形

洗面器および手洗器に直結する排水管は鉛管とし寸法は器具トラップよりワンサイズアップとする。

ＫＪ形流しの床上露出部分の配管ビニル管（ＶＰ）でもよい。

ＪＩＳ ５Kgf/CM2とする。但し、特記部分はＪＩＳ １０Kgf/CM2とする。

・ 易操作性１号消火栓 ・スプリンクラー ・ハロゲン化物消火 ・連結散水 ・連結送水 ・屋外消火栓

ロ）消火配管の保温は次による。

イ）呼水槽の保温（・要　　・不要）

・ １０Kgf/CM2　　・５Kgf/CM2

・ 要　  ・ 不要

・ 瞬間流量計（配管共）　　・逃し配管（弁共）

・ くし形　  ・ かご形

・ 屋外消火栓　　　　（・要　　・不要）

 2. 管　　　　　　　　　種 ・ ＳＧＰ－ＶＳ

 3. 屋外消火栓のホース掛

 5. 消火ポンプ の 付属品

 6. フート弁・呼水槽及び

 7. 屋　内　消　火　栓　弁

 8. 保　　　　　　　　　温

 4. 消火ポンプの基礎

　  サクションカバー

・ 屋外露出　　　　　（・要　　・不要）

 4. 液　化　石　油　ガ　ス

・ 合併処理（・回転板接触方式　　・接触バッキ方式　　・長時間バッキ方式）

・ 現場施工形　　・ユニット形

・ ＭＨＡ形　　・ＭＨＢ形　　・製造者規格品（・重荷重形　　・軽荷重形）

・ ＣＦ（重荷重形）　　・Ｃ（軽荷重形）　　・製造者規格品（・重荷重形　　・軽荷重形）

・ ３相   ２００Ｖ　３．０ＫＷ

 9. 付　属　品　そ　の　他

･ 浄化槽法第7条検査を受け、その結果を報告すること。

・ コンクリート製（コンクリート躯体　・本工事　　・別途）　・ＦＲＰ製

・ 自然燃焼方式　　・バーナー燃焼方式（・油　　・ガス）

・ 本工事（・製造者規格品　　・鋼鈑製　厚　　ｍｍ）　・別途

 3. 煤　煙　濃　度　計

 5. 風　道　の　種　別

 6. 風　量　測　定　口

 4. ば い じ ん 量 測 定 口

 7. チ　ャ　ン　バ　ー　等

 9. 防　煙　ダ　ン　パ

・ 暖房専用　　・ファンコイルユニット方式　　・ファンコンベクター方式　　・床暖房方式

　　　　　　   ・空気熱源ヒートポンプパッケージ方式　・ガス式ヒートポンプパッケージ方式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

・ 冷媒用被覆銅管（国交通省仕様）

イ）建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の水管の項による。

ハ）内貼りチャンバー類の寸法表示は、外法寸法とする。

ロ）施工個所は図示した風道並びにチャンバー類とする。

イ）内貼りの材料及び施工方法は、共通仕様書の当該事項による。

ロ）計量器（計量尺　　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　　・遠隔式

ハ）土留工事　　矢板打（・有　　・無）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

・ 満油警報　　・減油警報

・ 給油ポンプの起動、停止

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

イ）防油堤（コンクリート製）　　・別途工事　　・本工事

・ 要（・共通仕様書による　　・図示による）　　・不要

共通仕様書による。

13. 可 　と 　う 　継 　手

14. 温　　　　度　　　　計

20. 消   音   内   貼   り

16. 瞬 　間 　流 　量 　計

19. 地　 下 　貯 　油 　槽

21. 保　　　　　　　　　温

ハ）その他図示の個所

ロ）パッケージ形空気調和機の冷却水及び送気風道

イ）温水ボイラの温水入口

・ ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

・ 合成ゴム製　　・ポリテトラフロールエチレン

・ ＪＩＳ５Kgf/CM2とする。但し特記部分はＪＩＳ１０Kgf/CM2とする。

　　　　　・ 水道用亜鉛メッキ鋼管（ＳＧＰＷ）

11. 弁　　　　　　　　　類

保温付被覆銅管は国土交通省仕様とし、下記のものは本仕様による。

12. 防　 　振 　　継 　　手

15. 圧 力 計 及 び 連 成 計

18. 油 サ ー ビ ス タ ン ク

・ 給水管（・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－ＶＢ）

・ 冷却水管（・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＶＬＰ－ＶＢ）

・ ドレン管（・ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　ＶＰ　 ・硬質塩化ビニル管（カラー） ＣＶＰ）

・ 膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料

　（・水道用亜鉛めっき鋼管（ＳＧＰＷ）　・ステンレス鋼管（　　　　））

17. 機械室・配管・風道の

　　つり金物 ・ 防振つり金物（・シングル　　・ダブル）

・ つり金物（ＳＵＳ製）

共通仕様書によるほか、下記の個所に取付ける。

ロ）空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管の項による。

ホ）膨張水槽の保温

ニ）内貼チャンバー等の保温

ハ）還り風道の保温

材質（・鋼鈑　・ステンレス）　板厚（・4.5M/M    ・3.2M/M    ・1.0M/M）

材質（・鋼鈑　・ステンレス）　板厚（・4.5M/M    ・3.2M/M    ・1.0M/M）

24. ファンコイルユニット用

　　調節弁

26. ポ　ン　プ　基　礎

31. 電 気 工 事 の 範 囲

・ ファンコイルユニット付属品　　イ）運転表示ランプは台数の1/2以上

　　　　　　　　　　　　　　　 　ロ）フィルターは各型 番台数の1/2以上

 2. 風　道　の　種　別

 1. 換　　気　　設　　備

 5. 他の設備項目の適用

 6. 多翼送風機の基礎

 2. 防　　　　　　　　食

 3. 塗　　　　　　　　装

・ 冷 媒 管　屋内一般　　　　　　国土交通省仕様

・ 冷 媒 管　屋外露出　　　　　　国土交通省仕様　SUSラッキング

 1. 耐　　震　　措　　置 ・ 設備機器の固定等は、すべて 「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版（国土交通省国土技術政策

・ あと施工アンカーを使用する場合には、引張試験（非破壊）を行い、強度を確認すること。

　 総合研究所他 監修）」によるものとし、必ず耐震計算書を提出のこと。

 2. 特　　記　　事　　項 ・ 本工事は施設の一部を運営をしながらの工事となるため、施工に制約が発生する。

　 工程については施設管理者と十分に協議を行い施工すること。

・ 重量機器の搬入・搬出・据付に際しては、慎重に施工計画を立て、安全に十分に注意すること。

　 また。クレーン作業の強風時対策として、風速計にて平均風速を確認しながら作業すること。

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

共通仕様書第２編１．２．１項の適用を行う機器。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度（・１８Ｎ/ｍｍ２  ・２１Ｎ/ｍｍ２）

・ 受水槽　  １．０Ｇ　　・ 高置水槽　１．５Ｇ

・ 標準基礎Ａ形　  ・ 防振基礎（Ａ形）　　・防振基礎（Ｂ形）

 1. 大  便  器  洗  浄  弁

 2. 小便器洗浄用ハイタンク

・ 節水コマ付　  ・ 普通コマ付

陶器製とし大便器は１組に１個、小便器は原則として２組に１個とする。

・ 立　形　  ・ 横　形

・ 露出形　  ・ 埋込形

・ 埋込形　  ・ 露出形

 7. 水　　　　　　　　　栓

 6. 標　　　　示　　　　板

 5. 水 　石 　け 　ん　 入

 4. 化　　　　粧　　　　棚

 3. 小 便 器  用  洗 浄 管

・ 露出形　  ・ 隠蔽形

ロ）節水機構（・有　・無）

衛
 
生
 器
 具
 
設
 
備

２
イ）バキュームブレーカを取付ける。

・設けない　　・設ける（　　号）　　・設ける。但し他工事と共同でよい。17. 監  督  員  事  務  所

地階、1階にあっては1.0Ｇ、屋上（ペントハウスを含む）にあっては1.5Ｇ、中間階にあっては1.0Ｇ

承諾を得ること。

地域係数を0.9とし、耐震計算を行い監督員の承諾を得ること。新たに機械基礎を設ける場合、同様の

屋　　内 機　械　室 屋　　外

・ 配管用炭素鋼鋼管（ＳＧＰ）　・ ポリエチレン被覆鋼管　・ ポリエチレン管（PE）

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

34.3

1.9

26.0

22.0

宮崎市高岡町内山２８８７番地

旧保健指導室

機械設備工事特記仕様書

工 事 名 称年   月 　 日 図  面  番  号課 　 長 補 　 佐 係 　 長 製 　 図
記

・ ・ 図 面 名 称 縮 　 尺 A1 NO SCALE宮崎市建設部建築住宅課 A3 NO SCALE・ ・

M I Y A Z A K I  C I T Y事
・ ・

Ｍ－０１



１級建築士　大臣登録第123707号　曽原 隆二ソハラ建築設計室

課　長 補　佐 係　長 担当者

(原図A2)

宮崎市高岡総合支所旧保健指導室解体工事

１級建築士事務所 宮崎県知事登録第G-1489号

Ｍ-02

品　番 規　　　格
部屋名

名称
合　計

1

1

ホール１ ホール２ 備　　　　　考準備室 診察室 乳幼児指導室 男子WC 女子WC 作業場 休憩室

洋風大便器

撤去器具表

壁掛手洗器

化　粧　鏡

小　便　器

1

11

ルームエアコン

ルームエアコン

1

和風便器 1

22

1 11

1 1 1 1 1

1 15

5

11 11

11流し

1

1

1槽シンク　1800×800

1

パッケージエアコン

冷2000cal/h

1

1

1 1

ルームエアコン

横　水　栓

水　栓　柱

便　　　槽

1

1

1便　　　槽 N-1200

BT-600R

φ1,220 H1,450

φ870 H1,250

1

塩ビ製

冷4.0kW 暖6.0kW

冷5.0kW 暖5.6kW　天吊型パッケージエアコン

3 1 2

1

2 1

屋　外

注　記

パイプ車庫
(現況物置)

水栓柱新設

AS

２）各エアコンは適正に処分すること。

量水器桝取替（鋳鉄蓋へ変更）
逆止弁新設

M

給水管新設

HIVP20

H
IV

P
20

1,852.5 1,820 5,460
9
,
1
7
5

VP50

VP50

V
P
6
5

V
P
6
5

3,640

3,640

32,825

1,852.527,332.5

21,872.5 10,952.5

3,640 3,640 5,460 7,312.5

4,550 2,762.5

7,312.5 14,560 3,640 1,820

15
,
3
2
7
.
5

6
,
15
2
.
5

9
,1
7
5

5,
5
0
2
.
5

6
5
0

4
,5
8
7
.
5

4
,
5
87
.
5

AC撤去

AC撤去

AC撤去

AC撤去AC撤去

ホール1

踏込1
物品保管庫

通路

男子WC女子WC

ホール2

乳幼児指導室 診察室 準備室

倉庫1

作業場

踏込2

倉庫2

休憩室

VP50

VP50

GV
P
75

AC撤去

機械設備　撤去平面図　　　　　1:100

VP75

S
G
P
15

V
P
4
0

V
P
4
0

V
P
4
0

HIVP13

HIVP13
給水配管撤去

M

M量水器撤去
量水器桝取替（鋳鉄蓋へ変更）

給水配管撤去

50
15

0

60
0

RC-40

埋 戻 要 領 図

密粘度アスファルト混合物

埋設シート

建築工事

機械設備工事

400

40
0

残土再利用

１）地中配管の土工事は機械設備工事とし、AS撤去復旧及び砕石は建築工事の範囲とする。

給水設備　新設平面図　　　　1:200

機械設備　撤去平面図、給水設備　新設平面図、

撤去機器表、埋戻要領図

A2:1/100、1/200
A3:1/140.85(71%)
   1/281.69(71%)

● ●

●：埋設表示標（鉄製）


